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府立桃谷高等学校（Ⅲ部） 

准校長 稲垣 靖 

令和２年度 学校経営計画及び学校評価 
１ めざす学校像 

安全で安心な居場所で小さな成功体験を積ませることで生徒を社会参画する市民として育て、社会に送り出すセーフティーネットとしての学校をめざす。 

１ 個に応じた学習指導の工夫に努め、学力の向上を図る。 

２ 生徒の自己実現を支援する進路指導を推進する。 

３ 豊かな心や社会性を育む。 

 

２ 中期的目標 

１ 確かな学力の育成及び教員の授業力の向上 

（１）「わかる授業」「できる授業」「魅力的な授業」をめざした、授業改善に取り組み、主体的に学習する力を身に付けさせる。 

ア 授業アンケート等を効果的に活用し、校内研修や公開授業など組織的な取組みを推進する。 

イ 一人ひとりの「学習環境」を確保するため、授業規律の確立に努める。 

   ※生徒向け授業アンケートにおける「授業の進度や難易度」の肯定率を令和４年度には 95%とする。（H29：88% H30：88% R１：87％） 

   ※生徒向け学校教育自己診断における「授業はわかりやすい」の肯定率を令和４年度には 85%とする。（H29：78% H30：76% R１：80%） 

   ※教員向け学校教育自己診断における「授業改善」の肯定率を令和４年度には 95%とする。（H29：88% H30：79% R１：86%） 

   ※生徒向け学校教育自己診断「授業規律」の肯定率を令和４年度には 80%とする。（H29：67% H30：68% R１：67%） 

２ キャリア教育及び進路指導の充実 

（１）将来の自立や社会参加、進路実現につながるキャリア教育や進路指導を推進するため、カウンセリング及びガイダンス機能の充実に取り組む。  

  ア 一人ひとりの生活背景から理解し、生徒に寄り添い、支援・指導を充実させる。 

イ 卒業生や企業、大学、専門学校等の職員からの聞き取りを通して、生徒一人ひとりに将来像を確立させる。 

ウ 教育課程に位置付けたキャリア教育科目を通して、良き社会人として素養を身に付けさせる。 

エ 一人ひとりの勤労観を育成するため、適切な進路情報を提供し、生徒の理解を深めさせる。 

※生徒向け学校教育自己診断における「教職員のカウンセリングマインド」の肯定率を令和４年度には 90%とする。（H29：80% H30：78% R１：82%） 

※生徒向け学校教育自己診断における「保健室など教室以外の所での居場所」の肯定率を令和４年度には 80%とする。（H29：65% H30：65％ R１：66%） 

※生徒向け学校教育自己診断における「進路情報周知」の肯定率を令和４年度には 95%とする。（H29：81% H30：78％ R１：74%） 

※保護者向け学校教育自己診断における「進路情報周知」の肯定率を令和４年度には 95%とする。（H29：82% H30：80％ R１：100%） 

※学校斡旋の就職内定率を令和４年まで 90％以上を維持する。（H29：93% H30：100% R１：90%） 

３ 豊かな心の涵養及び「社会の一員」としての自覚の醸成 

 （１）特別活動や生徒会活動を通して、生徒の自己肯定感や自己有用感を醸成する。 

  ア 行事や生徒会活動、部活動などを通して、集団の中で人と調和し成功体験を得られるよう、生徒が主体となる活動を支援する。 

  イ 人間関係形成能力を育成するため、「挨拶運動」に取り組む。 

※生徒向け学校教育自己診断における項目「学校行事」の肯定率を令和４年度には 90%とする。（H29：76% H30：79％ R１：70%） 

   ※教員向け学校教育自己診断における項目「主体的な活動の支援」の肯定率を令和４年度まで 90%以上を維持する。（H29：67% H30：92％ R1：91%） 

※生徒向け学校教育自己診断における「挨拶の励行」の肯定率を令和４年度には 90%とする。（H29：74% H30：79％ R１：80%） 

 （２）生命の尊さに気づかせ、自他を認める態度や人格を育成し、社会の一員としての自覚と責任を醸成する。 

  ア 様々な人権問題の解決をめざし、人権教育に総合的に取り組み、「ともに学び、ともに育つ」教育を推進する。 

  イ 支援や指導が必要な生徒に適切な対応を行うことができるよう、生徒支援体制を充実する。 

   ※生徒向け学校教育自己診断における項目「人権学習」の肯定率を令和４年度には 90%とする。（H29：73% H30：77％ R１：76%） 

   ※教員向け学校教育自己診断にける項目「人権教育の推進」の肯定率を令和４年度まで 90%以上を維持する。（H29：79% H30：100% R１：91%） 

４ 学校運営体制の確立及び人材の育成 

 （１）迅速な意思決定により、機動力のある効率的な学校運営をめざす。 

  ア 「学校組織運営に関する指針」に基づき、企画会議及び運営委員会を学校運営の核として位置づけた学校運営をすすめる。 

イ 分掌や年次会議を充実させ、各組織間の連携を密にし、校務の効率化を図る。 

   ※教職員向け学校教育自己診断における項目「分掌や年次の連携」の肯定率を令和４年度には 80%とする。（H29：63% H30：71% R１：86%） 

   ※教職員向け学校教育自己診断における項目「会議の有効機能」の肯定率を令和４年度には 80%とする。 （H29：42% H30：75% R１：62%） 

（２）次代を支える教員（ミドルリーダー・若手教員）の育成を図る。 

  ア 教職経験の少ない教員を対象とした校内研修「フレッシュマンセミナー」の実施や教員の自主研修を実施し、人材の育成を図る。 

 （３）再編整備計画を踏まえ、今後のⅢ部及び定時制の課程（夜間）の在り方についての方向性を示す。 

             

☆ これらの取組を通して、単位修得率の向上を図り、卒業者数の増加をめざす。   
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府立桃谷高等学校（Ⅲ部） 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［令和２年 11 月実施分］ 学校運営協議会からの意見 

○得点の高い項目 

「学校に対する項目」 

生 徒：学校は生徒の意見をよく聞いてくれる。《82.4％》 

保護者：学校は教育情報を、保護者に提供する努力をしている。《100％》 

教職員：生徒指導において、家庭との緊密な連携ができている。《91.3％》 

「教育活動に対する項目」 

生 徒：教え方にさまざまな工夫をしている先生がいる。《88.2％》 

保護者：この学校には他の学校にない独自の教育活動に取り組んでいる。

《100％》 

教職員：生徒のレベルに応じた分かりやすい授業をつくる努力をしている。

《95.7％》 

「学校に対する項目」では、昨年と同様に教員と生徒・保護者とのコミュ

ニケーションに関する項目で肯定率が高かった。日常的に様々な場面におい

て、教員が生徒や保護者との連絡を密に行っていることがうかがえる。 

「教育活動に対する項目」では、こちらも昨年と同様授業の工夫や進め方

に関する項目が高い評価を得た。教員が生徒の学力や学習状況を踏まえて授

業の内容や展開を検討し、生徒・保護者がそれを肯定的に捉えているという

関係性がうかがえる。昨年と同様の結果になったことから、生徒にとって「分

かる・できる授業」の展開を学校全体で取り組む姿勢が定着していると捉え

られる。 

 

○ 得点の低い項目 

「学校に対する項目」 

生 徒：授業や部活動での活動を通して、地域の人々と関わる機会がある。

《60.3％》 

保護者：この学校の授業参観や学校行事に参加したことがある《50.0％》 

教職員：地域の人々と接する機会を持っている。《36.4％》 

「教育活動に対する項目」 

生 徒：環境、国際理解、福祉ボランティアなどの新しい課題について学

習する機会がある。《61.8％》 

保護者：子どもは、授業がわかりやすく楽しいと言っている《50.0％》 

教職員：思考力を重視した問題解決的な学習指導を行っている。《65.2％》 

「学校に対する項目」では、昨年と同様「地域の人々との関わり」「行事へ

の参加」の肯定率が低い結果となった。活動時間や規模などの点で定時制と

しての制約はあるが、生徒に社会参画の経験を積む機会を用意するという点

から、地域と連携した取り組みを検討していきたい。 

「教育活動に対する項目」に上がっている項目は、他の項目に比べて低い

値を示したものであるが、評価自体は概ね良好であると捉えられる。今後、

新カリキュラムが導入されるなかで項目にあるような「新しい課題」や「問

題解決的な学習」を扱うことが求められる。これまで展開し、定着しつつあ

る教員の授業の取組みをもとに、生徒の実情を踏まえた教材研究や授業展開

の工夫を進めたい。 

 

○第１回（７月に書面開催） 

・「働き方改革」という点において、この間、様々な取組みで業務の種類や量が増

えてきているのではないかと思います。業務の整理や効率化を是非とも検討してく

ださい。 

・進路や支援に関して、ＳＣやキャリアカウンセラーなどの専門家も含めた組織体

制が整っているように見受けられます。今後、経済の落ち込みがすでに始まってい

る中、就職活動やアルバイトしながら通うことが難しくなる可能性もありますが、

生徒ひとり一人が「桃谷高校に通って達成したい目標」を折に触れて確認し、サポ

ートしてほしいところです。区役所ではハローワークとの連携を、若者支援も含め

て強化していく予定なので、何か一緒にできる機会があるかもしれません。 

・わかる授業や、コミュニケーション力をつけるとかあきらめない気持ち等、保護

者のような気持で取組んでいただいていると思います。 

○第２回（12月に書面開催） 

・経験年数の少ない教員が主体的に「オンライン授業」を検討され全体化されてい

るのは素晴らしいことだと思います。 

・外国籍生徒に対してぜひとも「学歴キャリア」を付けていただきたい。どのよう

な困難さを学校側が感じているのかも知りたいです。 

・学校行事や部活動にも力を入れ取り組まれていることは素晴らしいことだと思い

ます。社会に出て自信を持っていけるような取組みは、この先とても良い経験にな

りと思います。 

・15才から 70代までを対象に「教育の機会」を提供していただき、感心しており

ます。「楽しい学びの場づくり」と「楽しい生活」の連携として、福祉との共同が

必要であると感じています。 

・外国ルーツの生徒が多いということで、多文化共生に対する取り組みが行われて

いるのはとてもよいと感じます。概ね、授業アンケートの回答は肯定的で、課題を

抱える生徒に対しても丁寧に対応しているところや、行事や授業を工夫して実施し

ようとする教職員のみなさんの努力が伝わっているものととらえています 

・コロナ禍であることを言い訳にせず、積極的な取り組みを展開していただいてい

ることに感謝します。特に、制度の網からこぼれがちな年齢層の若者をかかえてい

る学校ですので、ＳＳＷやＳＣと連携した生徒のケアについては、今後も引き続き

よろしくお願いします。 

○第３回（２月から３月にかけて書面で開催） 

・コロナ禍の中で、実施が難しかったものを除いて、計画された様々な取組みに着

実に取り組まれ、成果が得られていると思います。特に区役所等の福祉課との連携

で対応されたことは、生徒への新たな支援につながっていくのではないかと思いま

す。 

・学校教育自己診断の結果より、学校全体として先生方が授業の工夫改善に取り組

んでこられたことが、定着してきたと感じます。引き続き、授業の工夫改善に取り

組み、より生徒の興味関心を高められる授業の実施を期待します。 

・生徒の自己診断で、「教え方に様々な工夫をしている先生がいる」の肯定率の

88.2％に感銘しました。 

・校内の居場所づくりはポイントがやや落ちていますが、これも大切なポイントだ

と思います。 

・Ⅲ部は、学力と社会とのつながりを大切にされています。今年は大人数で集まる

ことができなかった割には、生徒さんの学校に対する評価はよかったと思います。 
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府立桃谷高等学校（Ⅲ部） 
３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期的 
目標 今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標 自己評価 

１ 

確
か
な
学
力
の
育
成
及
び
教
員
の
授
業
力
の
向
上 

(１） 「わかる授業」

「できる授業」「魅

力的な授業」をめ

ざした、授業改善

に取り組み、主体

的に学習する力を

身に付けさせる。 

 

ア 「桃谷授業スタ

ンダード（授業モ

デル）」を活用し

た、授業づくりの

推進 

 

イ 授業アンケート

等を効果的に活用

した組織的な取組

みの実施 

 

ウ 「学習環境」を

確保するための授

業規律の確立 

 

 

ア (１） 
ア・「桃谷授業スタンダード」を活用した授業づく

りを進め、「主体的・対話的で深い学び」につ
ながる授業改善を進める。また、必要に応じ
て、スタンダードの見直しを図る。 

・Ｔ･Ｔを積極的に取り入れ生徒の個々の状況に
応じた学習を支援する。 

 
イ・研究授業や公開授業期間を設定し、教員相互

に授業に対する意見交換を行い、授業改善に
つなげる。 

 ・管理職による授業観察や授業アンケート結果
を踏まえた教員の個別面談を実施し、授業者
にフィードバックする。 

 
ウ・全教員が共通認識を持って、スマートフォン

使用や私語などに対する指導を行う。 
・全教員で指導を行うことにより、「授業規律」
に対する生徒の意識向上を図る。 
 

(１） 
ア・「桃谷授業スタンダード

」を活用した研究授業
の実施 

・生徒向け学校教育自己
診断「授業で自分の考
えをまとめ発表する｣
の肯定率65% (R１：61%
） 

・教職員向け学校教育自
己診断「思考力を重視
した問題解決的な学習
指導を行っている」の
肯定率70%を維持（R１
：71%） 

・教職員向け学校教育自
己診断「教員の間で、
授業方法等について検
討する機会を積極的に
持っている」の肯定率
90％。（R１：86％） 

 
イ・教員相互の授業見学を

２回以上実施し全教員
が各授業観察シートを
提出する。 

・教職員向け学校教育自
己診断「他の教員の授
業見学を行い授業改善
を行っている」の肯定
率90%（R１：86%） 

・管理職による授業観察
を２回以上、教員の個
別面談を２回以上実施 

 
ウ・生徒向け学校教育自己

診断｢授業規律｣の肯定
率75%（R１：67%） 

 

(１） 
ア・「総合的な学習（探究）の時間」の選択集中で調

べ学習とプレゼンテーションを実施 
・生徒向け学校教育自己診断「授業で自分の考え
をまとめ発表する｣の肯定率70.6%（○）。 

・教職員向け学校教育自己診断「思考力を重視し
た問題解決的な学習指導を行っている」の肯定
率65.2％（△）。 

・教職員向け学校教育自己診断「教員の間で、授
業方法等について検討する機会を積極的に持
っている」の肯定率65.2％（△）。 

 
イ・教員相互の授業見学期間を７～８月と11月に設

定 
・フレッシュマンセミナーで授業づくりについて
の研修を実施。10年経験者研修受講者が担当者
と綿密な打合せのうえ、自身の授業実践につい
て講義を行いセミナー受講者の授業を見直す
きっかけを作った。そのセミナーの内容をもと
に、受講者は授業を行い、後のフレッシュマン
セミナーで振り返りを行うなど、今年度の本校
の授業改善に大きな役割を果たした。 

・「オンライン授業検討チーム」を設置。臨時休
業時のオンライン授業に向けた準備を行う。授
業の振り返りにフォーム作成ツールを活用す
る教員もいる 

・教職員向け学校教育自己診断「他の教員の授業
見学を行い授業改善を行っている」の肯定率
69.6%（△）。 

・管理職による授業観察、教員の個別面談を１回
以上実施（△）。 

 
ウ・授業遅刻等の防止のために巡回や立ち番を実施 
・生徒向け学校教育自己診断｢授業規律｣の肯定率

76.5%（○）。 
 

 

２ 

キ
ャ
リ
ア
教
育
及
び
進
路
指
導
の
充
実 

(１）キャリア教育や

進路指導推進のた

めのカウンセリン

グ及びガイダンス

機能の充実 

 

ア 生徒の生活背景

から理解した支

援・指導の強化 

 

イ 進路部員、担任

を中心として、一

人ひとりの将来像

の確立 

 

ウ 生徒・保護者へ

の適切な進路情報

の提供 

 

 

(１） 
ア・家庭、中学校や前籍校、勤務先などの訪問や

懇談週間を設定した生徒懇談などを通して
生徒理解を深める。 

 ・長期欠席の生徒について、家庭訪問の充実を
図り、個々の状況の把握に努める。 

・SCやSSWを活用し、外部機関と連携して生徒支
援の充実を図る。 

 
イ・進路部員、担任を中心として、生徒や保護者

対象の進路説明会や個別指導などを実施す
る。 

 ・進路指導の充実のために、外部人材や外部機
関を有効に活用する 

  

ウ・進路HRや個人面談などにおいて、個々に応じ
た進路情報を生徒及び保護者に積極的に提
供する 

 ・進路だよりを定期的に発行し、進路情報の見
える化を図る。 

 

(１） 
ア・担任や進路部等による

生徒の個別懇談の年２
回以上実施する。 

 ・生徒向け学校教育自己
診断「相談に親身にな
って応じてくれる先生
がいる」の肯定率85% 
（R１：82%） 

・教職員向け学校教育自
己診断「ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞﾏｲﾝﾄﾞ
を取り入れた生徒指導
を行っている」の肯定
率100%（R１：91%%） 

・生徒支援を充実させる
ために、SC、SSWを有効
に活用する 

 
イ・進路HR、個人面談、進

路情報提供等の充実 
・生徒向け学校教育自己
診断｢将来の進路を考
える機会がある｣の肯
定率80%（R１：75%） 

 ・教職員向け学校教育自
己診断「望ましい勤労
観職業観がもてるよう
進路指導を行っている
」の肯定率85% 
（R１:76%） 

・学校斡旋の就職内定率
90%以上（R1：90%） 

 

ウ・生徒向け学校教育自己
診断｢進路情報周知」の
肯定率85%（R１：74%） 

・保護者向け学校教育自
己診断｢進路情報周知」
の肯定率95% 
（R１：100%） 
 

(１） 
ア・短縮授業期間を設け、担任や進路部等による生

徒の個別懇談等を実施した。 
・新入生の出身中学校や前籍校を訪問し、情報収
集を行う。本人、保護者からの聞き取りも含め
生徒情報交換会で情報共有し、生徒の支援に活
用した 

 ・生徒向け学校教育自己診断「相談に親身になっ
て応じてくれる先生がいる」の肯定率79.4%（△
）。 

・教職員向け学校教育自己診断「ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞﾏｲﾝﾄﾞ
を取り入れた生徒指導を行っている」の肯定率
95.7%（△）。昨年度より上昇。 

・ＳＣ、ＳＳＷに定期的に勤務いただいた。ケー
ス会議や生徒の個別面談等に当たっていただ
いた。 

・生徒支援委員会主催で７月に自傷行為について
の研修を実施し、ＳＣの講義とＳＳＷから助言
をいただいた。 

・区役所等の福祉課等と、要保護児童対策地域協
議会に上がっている生徒について情報交換を
行う。また、複数のケースについて関係各所に
相談し、校内で対応を行った。（◎） 

 
イ・校長マネジメント経費を活用し、キャリアカウ

ンセラーを活用。個別対応を含め、就職指導に
当たっていただいた 

・生徒向け学校教育自己診断｢将来の進路を考え
る機会がある｣の肯定率82.4%（◎）。 

 ・教職員向け学校教育自己診断「望ましい勤労観
職業観がもてるよう進路指導を行っている」の
肯定率82.6%（△）。昨年度より上昇。 

・人数は少ないが、学校斡旋の就職希望者３人す
べてが内定を得た（○）。 

 

ウ・生徒向け学校教育自己診断｢進路情報周知」の肯
定率73.5%（△）。 

・保護者向け学校教育自己診断｢進路情報周知」
の肯定率50%（△）。例年、文化祭当日に記載い
ただくが、今年度は実施できず、郵送等による
回答となった。そのため提出が４人と、評価指
標にするには母数が少なすぎる状況になった。 
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府立桃谷高等学校（Ⅲ部） 
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豊
か
な
心
の
涵
養
及
び
「
社
会
の
一
員
」
と
し
て
の
自
覚
の
醸
成 

(１）特別活動や生徒
会活動を通した生
徒の自己肯定感・
有用感の醸成と居
場所づくり 

ア 学校・クラスな
どへの帰属意識
の向上 

 
イ 行事や生徒会活

動、部活動などの
活性化と生徒が
主体となる活動
の支援 
 

ウ 人間関係形成能
力を育成のきっか
けとするための「
挨拶運動」の実施 

 
(２）生命の尊さに気
づかせ自他を認め
る態度や人格の育
成   

ア 様々な人権問題
の解決をめざした
総合的な人権教育 
の推進 

 
イ 災害時に自らの
命を守る行動がで
きるよう安全指導
の徹底 

 

（１） 
ア・生徒の学校への帰属意識が高まるよう総合学

習やLHRの実施方法・内容の充実を図る。 
  
イ・多くの生徒が参加できるよう、学校行事の実

施方法を工夫し一層の充実を図る。 
・始業式や終業式、生徒集会などにおいて「部

活動紹介」や「各種大会・発表会の受賞者紹
介」を積極的に行う。 

 
ウ・校内において教員が挨拶を励行し、登下校時

の「挨拶運動」に取り組む。 
 
（２） 
ア・「人権教育年間計画」に基づき、教科や特別

活動など教育活動全体で人権教育を実施す
る。 

 ・合格者説明会、受講指導等を利用し、本名指
導を行う。 

 ・道徳教育推進教師を中心に、Ⅲ部及び定時制
の課程（夜間）における道徳教育の充実を図
る。 

 
イ・日常的に安全指導の充実を図り、災害時の避

難行動について理解できるよう、実践的な避
難訓練の実施を行い、生徒の安全に関する、
意識の向上を図る。 

 ・校内掲示等、安全に対する生徒の意識向上を
図る。 

（１） 
ア・生徒向け学校教育自己

診断「学校に行くのが楽
しい｣の肯定率70% 
（R１：60%） 

 
イ・生徒向け学校教育自己

診断「学校行事はみん
なが楽しく行えるよう
に工夫している｣の肯
定率80%（R１：74%） 

・教職員向け学校教育自
己診断「部活動の活性
化について工夫してい
る」の肯定率76%（R１
：76%） 

 
ウ・生徒向け学校教育自己

診断｢挨拶の励行｣の肯
定率80%（R１：80%） 

 
（２） 
ア･ 生徒向け学校教育自己

診断「人権の大切さに
ついて学ぶ機会がある
｣の肯定率90% 
（R１：76%） 

・生徒向け学校教育自己
診断「命の大切さやル
ールについて学ぶ機会
がある」の肯定率85%(R
１：82%） 

・今年度の実施を次年度
の計画に生かす 

 
イ・生徒向け学校教育自己

診断「災害時の避難行
動について具体的に知
らされている」の肯定
率90%（R１：73%）  
 

（１） 
・遠足、球技大会は中止。感染防止対策を講じな
がら、体育祭（10月）修学旅行（11月）文化祭
（12月）芸術鑑賞（12月）は実施。内容につい
ては縮小。 

ア・生徒向け学校教育自己診断「学校に行くのが楽
しい｣の肯定率61.8%。コロナ禍で、教育活動や
学校行事に様々な制約があった中でも、昨年度
より微増（〇）。 

 
イ・生徒向け学校教育自己診断「学校行事はみんな

が楽しく行えるように工夫している｣の肯定率
82.4%（○）。コロナ禍のなか、上記内容を様々
な工夫をして実施した。 

 ・軟式野球部、バスケットボール部、テニス部が
公式戦に出場。軟式野球部は定通総体３位、バ
スケットボール部は１回戦突破。テニス部は、
高校になって始めた生徒が２度の試合で１回戦
突破。 

・生徒が出身に国のことをみんなに知ってもらい
たいと、多文化Waiwaiクラブで「ネパール新聞
」を作成。府立外教主催「Waiwaiトーク」（母
語でのスピーチ大会、今年度は映像による審査
）に出場。 

・教職員向け学校教育自己診断「部活動の活性化
について工夫している」の肯定率50.0%（△）。
コロナ禍で活動の制限や大会等の減少の影響
もあると考えられる。 

 
ウ・登下校時に教職員が玄関前に立ち、挨拶運動を

実施。下校時の当番は４人だが、多い時には10
人以上が参加。 

・生徒向け学校教育自己診断｢挨拶の励行｣の肯定
率69.1%（△）。 

 
（２） 
ア・９月に同和問題に関する教職員研修を実施。桃

谷高校全体では８月に「性的マイノリティの人
権課題を踏まえた職場におけるハラスメント
の防止について」をテーマに人権侵害防止研修
を実施。 

･ ７月と１月に年次ごとにテーマを決めて人権
ＨＲを実施。臨時休業の影響で昨年度より１回
減。 

・生徒向け学校教育自己診断「人権の大切さにつ
いて学ぶ機会がある｣の肯定率85.1%と減少し
たが、コロナの影響で、昨年度まで年３回行っ
ていた人権ＨＲを１回減らし２回にしたにも
かかわらず、昨年度より肯定率が上昇した（〇
）。 

・生徒向け学校教育自己診断「命の大切さやルー
ルについて学ぶ機会がある」の肯定率79.4%（
△）。 

イ・例年２回行っている避難訓練は、臨時休業の影
響で１回減。11月に地震とそれによる停電を想
定した避難訓練を実施。 

・生徒向け学校教育自己診断「災害時の避難行動
について具体的に知らされている」の肯定率
83.8%。コロナ禍で避難訓練を１回しか実施で
きなかったが、昨年度より大幅に上昇（〇）。 

 

４ 

学
校
運
営
体
制
の
確
立
及
び
教
職
員
の
資
質
向
上 

(１）学校運営体制の
充実及び教職員の
資質向上 

ア 運営委員会を核
とした学校運営 

 
イ 分掌等組織の会
議の充実と組織間
の連携を図った校
務の効率化 

 
ウ これらを通して
働き方改革を進め
る 

 
(２）次代を支える教
員(ﾐﾄﾞﾙﾘｰﾀﾞｰ・若
手教員）の育成 

ア 教職経験の少な
い教員を対象とし
た校内研修｢ﾌﾚｯｼｭ
ﾏﾝｾﾐﾅｰ」の実施や
校外研修成果の共
有化 

 
(３）今後のⅢ部及び
定時制の課程（夜
間）の在り方につ
いて議論 

 
 

（１） 
ア・学校組織の位置付けについて周知を図り、組

織的な運営を進める。 
  
イ・分掌会議や年次会、委員会などの意見の情報

共有を図り、会議の効率化と会議間の連携を
深める。 

 
ウ 会議の効率化や機能の充実を図り、働き方改

革を進める 
 
（２） 
ア・管理職や中堅教員が講師となり、経験年数の

少ない教員を対象とした「フレッシュマンセ
ミナー」を開催し、人材育成を図る。 

・職員会議等で校外研修の伝達講習を行い、情
報を共有し資質向上につなげる。 

 
（３） 
・「将来構想会議」を定期的に開催し、年度内に

今後のⅢ部及び定時制の課程（夜間）の在り
方についての議論を進める。 

・「桃谷授業スタンダード」の見直しについて、
必要性も含め検討する。 

 
 

（１） 
ア・教員向け学校教育自己

診断｢会議の有効機能」
の肯定率75% 
（R１：62%） 

 
イ・教職員向け学校教育自

己診断｢分掌や年次の
連携」の肯定率75%以上
を維持 
(R１：85%） 

 
ウ・職員会議については、

議事の精選、会議資料
の事前配付等を行い、
１時間以内で終えるよ
うにする 

 
（２） 
・｢フレッシュマンセミナ

ー｣の開催 
・教員向け学校教育自己
診断「研修成果の伝達
機会の設定」の肯定率
90%（R１:76%）  

 
（３） 

・「将来構想会議」より、
今後の在り方について
運営委員会に提案を行
う 

 

（１） 
・運営委員会（月）分掌会議（火）年次会（水）
職員会議（隔週木）を定例で開催 

ア・教員向け学校教育自己診断｢会議の有効機能」の
肯定率56.5%（△）。 

 
イ・教職員向け学校教育自己診断｢分掌や年次の連携

」の肯定率78.3%（○）。 
 
ウ・職員会議については、おおむね１時間以内で終

えることができた（○）。 
 ・業務改善に向けたアンケートを実施。次年度計

画に生かす。 
 
（２） 

・｢フレッシュマンセミナー｣を開催。今年度のテ
ーマは「伝える」10年経験者研修受講者による
授業づくりの研修や再任用教員による経験談
なども取り入れた（〇）。 

・教員向け学校教育自己診断「研修成果の伝達機
会の設定」の肯定率68.2%。コロナ禍により集
合研修がほとんどなく、伝達機会を持つことが
できなかった。（－） 

 
（３） 

・将来構想会議の検討内容、メンバー等の決定が
十分でなく、今年度は「将来構想会議」を行え
ず（△）。次年度は、観点別評価に係る検討チ
ームを立ち上げ、Ⅲ部及び定時制の課程の将来
を見据えた教育活動(学習活動）の在り方につ
いて検討を進める。 

 


